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糸魚川広域商店街
本町通り商店街やロの字商店街等からなる「糸魚川
広域商店街」。今回は、糸魚川広域商店街の会長
で、本町通りに本店を構える冨江商店の小坂さんに
お話を伺いました。
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予期せぬできごと
　駅北大火出火時は、仕事で能生にいた小坂さん。糸魚川
市消防署能生分署から出火元に向かう消防車のサイレン音
が鳴り響き、糸魚川駅前で火災が発生したことを知りました。
当初は、大きな火災になるとは想像もしていませんでしたが、
横町の事務所に戻る際に、国道8号バイパスから見える黒
煙が、小坂さんの不安を煽りました。次第に被害が広がり、
出火元から300ｍ程離れていた冨江商店の本店にも避難
勧告が発令。横町の事務所にいた小坂さんは本店に向か
い、仕事に関わる大事な帳簿類だけ持ち出しました。「普段
とは違う商店街の景色の中、通りですれ違うのは見慣れた
顔ばかりで。既に被災していた方には、なんと声を掛けてい
いか分かりませんでした」と、当時の心境を語ります。
　駅北大火発生前は、およそ117店舗が会員として属してい
た糸魚川広域商店街も、大火によって56事業所が被災し、昔
ながらの景観は大きく変わってしまいました。冨江商店は被災
を免れましたが、商店街の会長として、「今後どうなっていくの
だろう」という不安は、しばらく頭から離れませんでした。
 

会長として
　駅北大火の発生は、全国ニュースでも取り上げられ、その
映像は多くの人に衝撃を与えました。糸魚川商工会議所を
通じて、離れた場所に暮らす市内出身者や、糸魚川市にゆ
かりの無い方からも「協力したい」という声が多く届いたこと
に驚く小坂さん。真冬だったこともあり、都内の団体から「被
災者に温かいものを食べさせてあげてほしい」と寄付金を
いただき、商店街を代表して直接受け取ることもありました。

「大変ありがたかった。もし、他の地域で困っている人がい
たら、糸魚川広域商店街としてもできることをさせてもらいた
い」と感謝を述べます。
　また、会長として復興まちづくり計画検討委員会や駅北
まちづくり会議などに参加し、市街地の再建・復興に向け
て、話し合ってきました。「被災された方のことを想うと、なか
なか意見が出しづらい時もありましたが、市が細かく会議を
開き、全体の意見を拾ってくれていた」と、振り返ります。

新たな連携をとって
　駅北大火から3年半が経ち、本町通りでの雁木の再生や雁
木のあるまちなみ景観整備は進んでいます。また、今年の4月、
広域商店街内に駅北広場「キターレ」がオープンしたことで、本
町通りに新たな人の流れが生まれ、商店街の方にとっても新し
い時間の過ごし方ができているようです。しかし、そのにぎわい
の流れを阻むように、今年度は新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため自粛ムードが続いています。夏に開催しているお
ばけロードや復興マルシェ、歩行者天国など、商店街が関わっ
ているイベントのほとんどが中止となってしまいました。
　駅北大火発生後、休憩所を用意し、お茶やお菓子を振舞う
など、商店街の方が自主的に行動している姿に誇らしさを感じ
ていた小坂さん。商店街に暮らす“人”がいきいきと生業に精を
出していけるよう、「新しい動きを取り入れながら、昔ながらの
商店街の良さを活かしたイベントも視野にいれていきたい」と、
今後の展望を明かしてくれました。

糸
魚
川
広
域
商
店
街
　
会
長

冨
江
商
店
　
代
表
社
員

小
坂
　
功（
こ
さ
か
い
さ
お
）さ
ん

　新潟県や青森県など、豪雪地帯の商
店街で見られる建築物。建物の庇を道路
側に長く出し、通行者が雨や雪にあわな
いよう、屋根付きの通路として作られてい
ます。市では復興の6つの重点プロジェク
トの一つとして、雁木をはじめとする本町通りの歴史あるまち
なみの再生を掲げています。2021年度には本町通りの無電
柱化が完了し、新たな景観の歴史が刻まれていきます。
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